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置
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元
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九
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年
深
川
海
邊
大
エ
町
之
内
铫
子
場
と
唱
候
場
處
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同
十
三
年
辰
年
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處
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兀
木
置
場
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内
買
下
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地
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代
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寶
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迸
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迷
惑
故
、
0

浦 

■

ニ

營

霞

引

藝

捌

候

？
則

東

浦

賀

窗

商

弯^

■

.

:

.>.
-
:
ン
か
<^

て
1

^

(;
0

干
嫋
は
湳
質
に
集
め^ ;

れ
：、1

廣
を
鸫
讲
し
尤̂

.

'
 

名
し
セ
補
賀
は
漁®

0

出

ズ

繁

免
.：秉
正
乘
_

旣
に
屮
笠
斤
の
，干
鰯
商
人<0
;
^

. 

'
.
.
か
.
V
る
« '
:

民
地
_

,

雾
は
江
戶
を
中
心
と
.せ
る
關
東
の
發
展
に
よ
り
漸
次
後
退
せ
ざ

^

を
# :

な
.い
.。
，
漁
師 

:

:

.
，ル
、
.奮

乩

は

：そ
の(

土
.：,

の
.周
團
で
：消
1

洛

れ

泠

紙

ガ

把

紙

：
：の

銥

激

場

で

.最

も

.暴

く

浦

賀

 

の

は

铫

子.補

.
で.あ

る

。

' 

:
:
«岡

航
-|
|

|

.

_ず
帶
幽
的
も

i

叉
利
稂
川
CD
:

永
運
を
刹
即
レ
揭
る
地
位
：に

茗̂今
 ̂

境•

' 
.

關
宿
^

德
を
輕
て
忙
戶̂;
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漁
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問
屋
と
濱
方
關
係
：

'

■'
.

.

:.-
•

.

,

',■
.

;

い

.
へ
：

''
.
.

, '

關
_

»

の
：頃
：8

>

:
藝

榮
_

,

の
：
：

「

_

ぁ
る
0.
#
ク
て
其
處.に
蓄
積
さ
，作

..た
富
.は
他
に
投
資
さ
れ
免
o
或
は
土
地
に;:
;>
或
は
.漁
獵
品
の
販
寶
資
本
に
轉
化

'̂
れM? 
0「

網j

兀
^

夫
ク
國
ず
ベ

)E

棚
實
添
、
、
又

)

ハ':荻
生
網
杯t 

I
リ
ョ"キ
人
々
人
.，

繁
昌

11.

御
■

ヲ
は
天
津
村
老
人
の
：■

V々.

は
.多
く
か
.I

贫
網
元
•
網
商
人
の
投
貧
に
據
る

:̂
た
。
同
顧
談
に•̂
>
る
；̂;

江
戶
.の̂
驗
观
屋
栖
原
ー
ー

. 5
;
郞

栖

原.

_

il
l
s
は
天
津
村
出
身
呛
あ
る0

村
田
_

海
を
出
し
た
村
田
屋
治
兵
衛
は
寒
海
を
遡
岑
七
代
の
.祖
が
九
十
九
里
濱
の
網
元
か
ら
分
家
し 

灰

。
其
他
：の
問
屋
各̂

に
就
い
て
义
の
由
來
を
尋
ね
る
：事
は
出
來
ぬ
が
::
''

そ
の
屋
號
の
大
部
分i

•勢
•
泉
の
地
名
を
採
れ
る
は
房
總 

.

^
流
臨「

せ
;̂

漁
师
< 0
:
.宋
裔
た
.
る
を
ー
爪
す
も
，
の

_で
^

ら

.

:

:
 

' 

:

.
そ

の

：初

期
.に
^

い
て
&

戶
問
屋
ぱ
か
、^ .

資
.本
關
係
か
ら
、
對
濱
方.の
地
位
は
著
1>

く
從
屬
的
せ
あ
つ
た-0
獨
b

資
本
關
係
あ
る
，問 

屋
ぬ
み
で
な
べ
ノ
全
く
獨̂

の
問
遲
.と
雖
も
同
：：

「

.で
あ
る
ぃ
。.江
戸
に
旣
に
千
殿
問
屋
仲
貢
の
存
す
、る
に
も
拘
ら
ず
.、
铫
子
浦
5

^
人
の 

江
戶
直
賣
買
.を
阻
止
し
得
な
か
つ
た
事
は
、
跳.子
.場
創
始
に
關
す
る
前
褐
文
書
に
見
ち
る
、
處
で
あ
る
。
然
る
に
時
代

.の

.
推
移
と
，共'
^
 

バ.

と
の
關
係
は
屯
に
逆
の
關
係.

：

へ
：と
發
展
し
：、
江
戶
問
屋
は
網
元
*
網
乱
人
を
逆
に
壓
倒
し
、
彼
等
灰
從
的
地
位
に
立
た
七
が
る
に
至
つ
た
。 

そ
め
原
因
と
し
て
は
第

一
:

に
消
費
地
.に
於
け
：.る
加
エ
.商
从
の
出
現
がf

 

o
濱
汸
に
於
げ
名
網
商
人
は;，

「

網
主
|

屬
し
て
大
場
_の
獨
. 

.
占
的
.購
入
權
.を
有
し
、'
自
ら
.办
計
潔
に
於
.て
、V
.そ
れ
6

干
鰯
、.V

粕
、
田
作
等
に
加
ギ
し
て
仲
買
文
は
陳
昆
に
賣
渡
す
水
產
製

^
^
;
.
.

-

.

で
.：あ

つ

た

％

、

.そ
の
業
.

を
.江
戶
カ
至
浦
贊
問
屋
が
代
行
す
る.？
流
石
子
鰯
.製
造
に
は
廣
い
干
場
を
：必

要

と

す

る

胃^;
戶
r

も
浦
賀 

に
も
見
ら
れ
な
か
つ̂

穰
で
あ
: ^
.が
、
：/<
*

粕
製
造
場
.は
澈
賀
に
.見
.ら
れ
る
0
パ̂

を
全
燒
し
た
が
％
そ.
の
際
_

措
臂
軒』

類
燒
，と
あ
る
は̂

の

..
«

は
屢
>
 

江
戶
相
場
ょ
&

安
く
賣
捌
き
得
た
。
：；叉̂
粕
製
造
.
の
際
漱
れ
を
愈
油
ー
の
：
精

製

：は

川

»

.

ル
番
組
惫
油
問
屋
に
ょ
つ
て
早- 

:.

く
ょ
り
江
戸
i

行
.付
れ
、

「」

時
冲
絕
::
^
:
て
紙
漉
製
方
に
於
い
て
營̂
れ
办
—

:■ 

•■
#

府
，の
油
政
策
.;
:
0
.た
め
.杧

苒

靡

の

設

立

：
が

漁

ぜ

.ち
れ
、.
此
度
拟
政
策
姆
意
味
か
鸟
何4

本
身
柄
紙
,

,

屋
二
軒
^

に
：溯

付

ら
; ^
:>
:同
4

; ^
:
深

--
)
|
|小

救

将
. #
.

_

^
名
木
,

に
邊
_

: «

湖
製
造
所
が
建
ち
れ
、- %

保
八
年
に
仗
八
肀̂
^
^

得
*

九
年
に
は
三
千
九
百
四
十
六
樽
、
十
年
に
ば

1
1

千
百
九
十
六
樽
と
い
ふ
數
字
を
擧
げ
得
'た
0

〕

か
X

る
靡
は
網
商
人
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威
を
衰
へ
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:
さ
す
る
所
奴
沧
あ
ら.う
-0
'

、

.：

. 

' 

ン 

，
第
}
,
原s '

ど
.し
^

ゆ

す
歡
に
炫
：つ
た4 »
が
^ -
'

へ̂

_

る

.0
°
.
裯

商

人

％

茧

網

ー

兀

ぼ

將

來

生

產

せ

；
ら

^

べ
#

干
研
グ 

こ
れ
を
資 

金
と
す
る
。
：從
：つ.：て
網
商
人
の
；み.が
：江
戶
問
屋̂

束
縳
さ
れ
る
.の
.で
は
な
:;
<

.
網
商
人
が
排
除
さ
れ
、
直
接
網
：元
を
；そ
の
從
屬
關
係
に
立 

芒

む

る
:0
:

か
、
名
.醫

は
_
 

^
岸
い
.頃

ょ

り

存

在

：し

 

>

ま

坪

の

遍

村
*

持

法」

に

も̂

:

八

年

上

總

圯

貝

村

め

：
網

元

が

茳

戶

：僅

：か

& :
'

の
前
借
に
束
縛
せ
ら
れ
弋
、
；
#

國
へ
干
鰯
を
直.％
し
得
ぬ
文
書
を
揭
載
し
て
ゐ
る？
^
^
^
^

金
は
年
I

逍
各
て
.增
大
％
る
。

「

本
場
古
八
手
網
冬
職
仕
入
金- 1

則
は
七
：八
十
南
位
、±

網
-

而
百
兩
止
り
位
候
處
、.涯
年
人
足
高
直
>ー
 

德
成
候
由
を
以
次
第
相
增‘
ロC
今
ハ
金
百
五
拾
兩
叉
者

H

百
兩
位
-

寵
^
0
:し
こ
.
の
記
» *

は
慕
末
の
.事
で
ぁ
_つ

及

が

、
：
人

足

賃

.
の

增

大

は 

，
ょ

り

早
き
時
代
に
も
、
叉
ど
の
，濱
浦
に
て
：も
苦
痛
と
す
る
處
で
ぁ
り
、
旣
に

^

明
三
年
九
十
九
里
ヶ
濱
.，の
網
元
は
そ
れ
の
故
に
簡
屋

.
V
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.の
仕
込
金
が
.不
可
缺
な
も
0

と
、な
ウ
て
ゐ
た
。
，即
ち
人
足
は2

«

二
，
付

五

七

十

人

宛

.余
も
相
懸
り
候
得
共V

其
浦
々
.并
り
之
人
夫
'に

' 

.

.

. 

」

• 

• 

- 

• 
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*

K

ハ
無
御
座
候
。&

國
所
タ
，
相
福
候
處"

it
f
c節
右
之
人
夫
呼.

メ
不
I

而
や
差
支
之
儀 
一一#

右
人
夫
を
1

致
候
。

」

其
の
：際
萬
.

】 

仕
込
金
を
；.

「

借
り
木
申
候
而：

は
差
支
候
儀
. 
一̂

、
.當
年
之
漁
稼
灘
相
成、
：
：
.
孓
 

悉
滿
こ
も
け
、V
'
向

來

年

-
至

邊
 

.
立
：不

申'

义
々
新
規
網
拚
候
樣.
チ
根
成
候
而
<

*

造
-

仕
入
金
借
9

木
申
候
而
パ
.
漁
稼
難
相
成
、
其
上.差
當
り
浦
.タ 

相
成
_

.

.

.

.

.

.

「

'

へ'
. 

、

0

ノ 

■ 

•

勿
論
，
：御
公
儀
檨
丼
御
地
頭
樣
へ
姜
上
候
御
年
貢
鄉
運
上
冬

#

支
候」

程
度
：に
達
す
る
。
/
問
屋
の
仕
込
は
獱
方
網
主
に
と
つ
て
最
早
商 

品
檐
保
の
前
ft

以
上
に
出
で、

そ
れ
無
ぐ
ん
ば̂

獵
す
ら
な
し
得
ぬ
事
態
に
ま
で
立
至
り
、
資
本
的
杧
全
く
問
屋
の
從
屬
關
係
に
追
込

.

.ま
れ
て
.疔
：つ
：た

.:
°

' :

^

^

 

•

•

:

.

'

'

:
か
沁
る
狀
_

で
ぁ
つ
：た
か
ら
干
鰯
問
屋
：の
仕
込
金
の
調
*

は
、.
問
屋
に
と
.
つ
て
最
愈
要
務
と
な
つ
て
行
つ
た
。

「

私
共
儀
は

：：：-.>

yctJ

り
身
上
限
りH

濱
方
. 
一̂

込
、
.問
屋
採
之
元
手
と
申
ぐ
仕
人
浦
々.之
儀
ニ
御
座
候.、

然

：
ハ

貸

金

：高

有

無

共

，
に

仕

入

場

所

；
一
一
而
モ
か
陬 

屋

笫

；
ー

之

商

賣

»
御

旌

礎
«,
°

^

獵
忙
對
す
る
問
屋
：
|

仕
込
金
額
.は
莫
大
で
：ぁ
る
？
天
. ^

三
年
九
十
九
里
：ケ
濱
網$

の
：江
戶
午
鰯
問
屋 

の
f±

込
金
殘
高
は
西
萬
千.八
百.一 :1

ー
十
兩
金.に
達
し
が

と
.云
は
.れ
る
が
、

_

當
■時
'
^
戶
ぬ
商
：變
'5
:
'
;な
.し
續
け
て
ゐ
た
も
の
が
四
場
、
合
計
レ 

て

十

せ

§
:、

.
一

軒

ぁ

た

り

に

じ

て

，
九

十

九

里

ヶ

濱

だ

け

.
で

一

ー

千

四

百

兩

余

0
:數

字

，が

出

石
0 

:こ
_の
多
額
：の
金
額
を
問
屋
は
馨
か
ら
坫 

出
し
た
か
。

「

仕
入
金
之
儀
は
問
渥
弗
銘
々
有
金
斗
ー

「

而
ハ
大
造
之
金
；髙

之

儀(.
~
付
、
中
夂
览
渡
い
ぎ
も
ま
行
屆
候
得
共
、
防
屋
共
銘
 々

.
金

主
--
.
^御
座
*

而
.是
進
仕
入
金
貸
渡
し
來h
i

」

と

て

自

已

資

本

以

外

か

ち

も

求

め

..て

ゐ

る

ぐ

.
^

の
金
あ
は
何
入.
で
.
ぁ
る
.か
解
ら
ぬ
が
、 

,嘉
；̂

間
の
問
屋
再
興
爾
に4

問

屋

.解

敗

の

結

果

は

金

，主

が

；そ

の

調

達

を

肯

ぜ

^巧

問

屋
# :

業
をM

難
な
ら
し
め
た
旨
が
强
調
さ
れ
て 

.
ゐ
•る
。
'
そ
の
他
網
組
合
と
て
，仲
間
杓
で
仕
込
金
の
融
通
を
-な
す
事
も
ぁ
つ
た
。

「

全
體
私
共
網
組
合
之
儀̂

ハ
砠
5 : 

.
チ
助
合
、'
金
子
等
'け
.覺
#

海

候

事

故

ノ

問

屋

商

賣

相

休

候

節

：
ハ

組

合

ノ

：
內

彳

も

其

問

屋

.べ

大

 

右
問
屋
休
株 

之
儀
ハ
仲
間
へ
相
渡」

,
一
 
5

は
，
そ

の

存

把

を

武

し

て

ゐ

る

O
 

V 

:

>

:

然
' ^

各

濱
..に

货.い
.て

仕

込

金(0
要

求

に

天^
:

無

ぁ

；る

は

云

：
ふ

を

俟

た

な

い

0

房
總
沿
岸
に
於
い
て
も
仕
込
金
：を
多
く
要
す
る
場
所 

:
は
_

隅
悔
岸
と
九
十
九
遽.ヶ
濱
で
ぁ
り
.'
|
-少
ぐ
し
.
て
、濟
む
場
所
ば
房
：州
南
海
岸'
全
く
そ
れ
を
耍
せ
.ざ
る
場
所
は
姚
子
浦
で
ぁ
る
と
云 

は
れ
名
？
ー.铫
子
フ
^

^

、

飯

：貝

根

、

網

^ !
.荒

野
>.

今
宮
ー
ー
.は
商
入
澤
山
洧
之
、.江

戶

仕

人

請

不

申

土

即

，
モ

福

：

^

ぁ
る
0
-
從
つ
て
江 

戶
の
铫
子
潘
間
屋
、
：
%
:

の
他
利
微
川
沿
岸
の
漏
市
場‘，

例
へ
め
關
宿
の
邮
屋.な
ど
は
.仕

込

金

：
の

用

意

を

多

く

必

要

と

し

な

か

つ

、
た

。 

そ
れ
だ
.け
に
'そ
の
利
益
.の
.
反

面:-
>

铫
.子
場
問
屋
は
廣
方
に
比
較
的
弱
く
、
.
そ
の
網
商̂

と
は
販
路
を
举
ひ> 

創
始
古
■き
に
.も
拘
ら
ず
幕 

.• *

兄
近
：\\
<

に
っ
れ
不
振
狀
態
に
落
入
：っ
.
た
'0
:'
:
:
:

■
■

.'

.
'

■-
,

•

:'V
:

::.
:

:
:

;
>

〈

最
纖
'に
江
戶
.へ
來
る
千
鰯v

粕
^

i

地
を
擧
げv

置
く
0
、
そ

の

地

域

：の

廣

範

圍

な

る

：
ぬ

勿

論

幕

良

C

嘉
永
.>.

の
事
で
ぁ
る
が
ら
：に
外 

江
^

の
午
篇
\

粕
布
.場 

f

:
 

^

S
!|

1
f i

.が

I



.

江
戶
の
干
鰯X

粕
市
場 

一

七

四• 

(

ニ 
一！九
5

な

ら

ぬ

？
；
&

戸

近

酜

よ

り

初

め

て

 

>

東

京

：灣

內

土

撒

補

：棟

鲁

津

よ

り

3

«

模
«
摊
鎌
攀

砂
上
軸」

を
鹿
し
た
。
こ
の
地‘
の
演
觀
人
は「

買
廻
り」

船
に
乘
っ
て
漁
船
よ
り
水
鰯
を
買
ひ
集
め
グ
粕
に
製
し
た
の
で
あ
っ
て
、
他
の
濱 

の
娇
く
網
武
等
と
窩
菽
契
約
货
尨
聚
夕
^

ン
昝
津
趴
南
洲
之
翁
ま
帑
は̂
內
肩
州
^

鰯
網
濟
く
’
ヾ
勝
山
^

僅

か

魚

湘

そ

產

じ
 

洋
に
藥
む
房
：總
海
岸
に
ば*

溆
揚
が
一:11:

っ
知
_

"

:浦

が

ら

夷

隅

海

岸

：、

九

. +

丸
里
み
濱
及
び_

か

ら

江

見

村

，
へ

.
か
けH

の「

中
西」

、
，論
淚
か
ら
洲
之
崎
へ
か
け
て
の
.

「

大
西J.

な
^

漁

場

が

あ

る

。
，
中

西

は

無

砂

に

て

上

，
品

な

X

粕

の

產 

地

セ

：あ.々

、
：
：；大
© ;

は
漁
獵
.に
；多
寡
を
坐.ず
る
：が
、
-,
'

西
方
甲
_

每
て
：身
薄
敖
れ
ど̂
:

上
：等

へ
：ば
房
州
天
津
邊
右
上
總
大.廐
邊
^

で
八
ッ
^
網
使
用
め
岩
場
の
海
岸
は
漁
獲
多
く
ヴ
品
女
房
州
本
場
千
鰯
レ
と
唱
べ
ら
れ
名
聲
が

あ

っ

を

'
.
大

東

崎

-'
<
3
:务

總
_

名

內

：
へ
.か
：け
て
は
砂
場
、

〔

地
曳
網
漁
場
：
0
:
九
十
九
里
ゲ
廣
。/九
十
.九

區
分
さ
れ
る
？'
/一
ッ
松
よ
ル
濱
宿
ま.：で

を

：

「

南

墩」

.*

天

木

よ

：り

木

戶

迄

；

^

北

場

修

：そ

れ

：よ

か

以

北

が

「

下

總

場

」

で
.あ
る
？

を
洗
び
粕
焚
.す
る
故
、
粕
の
出
來
良
ぐ
、
:

于

嫋

も

厚

：寒
.で
あ
る
が
、
北
爆
は
鰯
を
洗
は
：ざ
る
爲
、
粕
忙
砂
多
く
、
中
鰯
财
薄
莛
で
あ
：る

。
. 

下
總
場
は
% •
■

の
中
間
と
.一

K

ふ
ベ
く
、

ダ«

は
北
#

よ
り
^

良
ズ
、
，
干
鰯
は
厚
蓮
セ
あ
：る
。
.
椎

名

內

よ

：
^

苒

び

八

手

網

の

岩

場

海

岸

と

容

 

け
、
其
處
か
ら
利
根
川
口
：へ
か
け
て
が
跳
キ
.浦
。
：
千
觸
は
特
に「

飯
§

于
鰯」

と
呼
ば
れ
名
代
で
あ
っ
た
が
、
幕
末
に
及
％
:
_で

は
寧
ろ 

/

軸
：•魚
油
を
.多
く
產y

、
v

殊
に
飯
岡
1

優
机
て
.ゐ

た
.-
.
0
刹
根
川
以
说
常
嚀
の
蟛
崎1
矢
：田
部
.：1
#

の
.砂
濱
は
干
鰯
"
中
の
湊
附
近 

粕
を
產
し
た
が
ゝ
そ
れ
よ. ^

北
は
/

軸
の
產
が
あ
令
て
も
品
質
は
劣
り
、
へ
氣
補
沼
祀
茧
っ
て
初
め
て
：

1 1
:

:粕

が

出

^

.̂0
そ

れ

よ

り

南

部
 

領
釜
石
、
：
大
槌
領
大
槌
、
1 .
-
宮
：古
領
宮
古
で
：
.
い
づ
れ
も
粕
'の
產
地
.
で
あ
.っ
.た
が
、，.品
質
は
大
槌
が
榧
れ
て
ゐ
た
。
觅
に
北
、
K

戶
領
湊
は 

グ

賴

多
-<
:

江
戶
出
荷
も
多
分̂

あ
っ
'
た
。
‘
海
を
«:

っ
て
松
前
領
锻
夷
に
は
鱒—

*

«
の.
粕
が
產
出
せ
ら
れ
た0 ^
,

.

.
德
川
時
代
江
戶
に
蒐
集
せ
ら.る
、
干
鰯\

賴
は
房
總
の
所
謂
、
本
場•
九
十
九
里
及
故
鯡
子
浦
が
最
も.多
か
つ
た
が
、
そ
の
後
漸
次
漁

獲
高
の
®

化
ょ
け
北
に
移
動
じ
た
？§

統
計
は
明
治
も「

1
十
年
代
の
も
の.
で
» :

る
が
、
東
京
へ」

の
干
鰯
/
粕
の
輸
人
高
は
北
海
道
丨

. 

.

.
 

- 

. 

-
•

一

1
®
。
.

近
.海
の
順
と
：な
り
、德
川
時
代
殆
ル
と
獨
占
的
仓
あ
.つ
.た
房
總
地
方
を
含
む
近
海
は
沄
：ふ
に
足
.り
な
い
：金
額
の
低
さ
を
示
し
て
ゐ

,

;

;

■

.

:* 

. 

. .

. 

.

.■: 

.

. 

,..

■■

丨.

■
..... 

-

.

.

.

.

.

.

る 
9
 

.
,■
.■
:

'

■:
■

:

'■
: 

...

.

■'
:

.

.

, 

- 

:

,

V
 

づ
.

■:

C
18)

"
干
鰯X

粕
の
東
京
輸
入
高
表.

/

粕

.明
治一 ,

1
r

年

ぃ
i 

ニ

、
七
：

一
〗

四
千
圓

明
治1

.
1
m

年

' 

1

、<

七〗

ー
千
圓

的

_
p.

」

近

海 m m

一
、
一1
四
〇
千
圓 

'

三
0

九

'
、

:

:
.
:
1
七
五
'

，四
九
九
千
圓 

£ :

四

.

:ー
、五

九
--

干

鰯

:
T

 

六
七
''
:'
'

.

:

1五

〇

■
.

:

•

.

‘

:
: 

:

.
一.
、
八

九
. -; 

.

.

,ム
.ー、0
^
^
^
 ̂

■•
.
.
. 

以
上
の
表̂

ょ
っ
て
：千
鰯
が
条
く
減
少
し
、
.
ズ
粕
が
魚
犀
の
太
部
分
を
占
む
る
樣
に
な
つ
た
事
も
注
目
に
價
す
る

0 

.

'.
.
n
l 

 ̂

^

^

■
.
-
へ.

'

.

.

... 

. 

:

(

2

>
:-
;

前
揭「

午
鰯
调
屋
村
固
泰
海
め
家

」

を
參
照
舊
れ
た
し
。■■
';,

■

.
(

3)

：'
狐
揭「

九
十
九
恥
舊
地
曳«

補
業」

'
亡 

.

.

^

v

r

:佐
々
井
信
太
郞
雪i :
-

-
德
全
集
'

'
第
：七
卷
^
書

一

一

セ

ーS

.(

5〕
「

水
魚
：賣
買
凡
西
俵
見
積
り
候
て
、
代
金
拾
雨
ょ
り
八
九
雨
迄
之
由
に
御
座
候

' 

娃
は
水
魚
相
場
运i

間
，.
粕
出
來
上
o

相
場
と
は
相
異 

つ
.

.

江
戶
の
千
鰯v

粕
市
場
：
：

,-
\
 

七

五

c
i

三
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,

江
戶
，の.
干
鰯
\

粕
市
場
-

:
 

七

六

c

 

ニn

九
四)

.

. 

/ 

- 

I

:

.(

_
:
:な
り
®

候
冷
去
冶
水
魚
相
場
を
以
て#

節
江
戸
相
場̂

引
合
候
：で
ば
江
戸
表
格
合
殊
之
外
高
直
に
#

候」

浦
賀
干
鰯
的
屋
發
信
書
翰
の.

一

節
？

' 

(

6

>「

前
揭
^

本
財
政
經
濟
妒
料
と_

 

、

.

■

.:.

.

I
 

,

H
±
S

. 

..'-

,

,.
■

ノ 

9

0

前
掼
上
總
九
十.九
I

於
'け
る
翳
地
曳
漁
業」 (

前
同
第
五
卷̂

<

號
：'
:六
四
、
六
五
莨)

.

’ 

v

 

■

(

9〕
：

.
译

)

：.；(
技

.
喜
多
村
富
之
肋「

舶
ボ
觸
敝
寶
取
极
龙
心
嘗

」

^

^

.(

10
V
; 

C-H
y

-

<12〕
.
C1J
5)

.
へ15)

、
干
® 

問
屋
記
錄
し
ン
上.
'
:

 

:

.

V'
'

 ̂

V
 

.
■
::
”
：
'
:
.
:
•
-
,

:

.

.:

.

:
.

(

18
v
n

m'

東
商
エ
會
第
五
ー
統
計
報
告
し
ニ
ー
七
頁
0

同「

第
七
統
計
報
告\

.

.

.

.

.

■
'.
、
 

/ 

.
 

■
 

: 

■
 

.
 

\ 

.

1

「
V

農

、
'
 

:

バ

ー

:

幕
末
に
於
け
'
る江
戸
問
屋
れ
午
亂
/,

糊
賣
捌
範
圍
は
西
は
大
體
兵
庫
止
り
で
、
そ
れ
以
西
は
兵
庫
市
場
を
仲

s

と
し
て
取
引
さ
れ
た
。

販
路
を
問
屋
用
語
で.宏

，
へ

ば

、

紀
伊
。和
譽
大
坂•
灘
目
*
兵
庫
地
方
を「

大
上」

、
伊
勢
。
尾
張
，
三
河
邊
を

「

中
國」

若
く
は「

東
海
道
筋
し
、

.....
 

...

.
 

.

.

.

.
‘
 

..
 

.
 

•
 

.

.

.

.

.
' 

.
 

'

そ
れ
か
ら「

遠
'州」「

駿
河J

、

關
東
を「

地
廻
ヵ」

と
稱
し
た
。
各
土
地
々
々
に
ょ
つ
：て
需
要
す
る
品
質
に
適
否
あ
：り
、
.取
別
商
人
に
氣
質 

の
差
あ
る
事
は
此
處
で
：は
觸
れf
evs
'
o
.
,
.
' 

'

L

へ

'

.

.

:

'
 

.

•

.

,

勒
め
東
海
道
筋
ょ.り
上
方
に
か
け
て
の.
干
鰯V

軸
の
％

送
肢
賣
は
嫌
賀
午
鰯
問
屋
が
行
ひ
、
こ
れ
が
元
祿
以
降
江
戶
問
屋
に
地
位

^
 

'
奪
は
.れ
セ
行
ダ
た
事
ば
前
述
レ
た
處
で
あ
る
メ
關
東
に
於
け
石
販
路
も
恐
ら
く
同
檨
で
あ
ら
ぅ
ヮ
然
し
關
乘
の
販
路
開
拓
に
障
害
に
な 

る
も
の
は
浦
賀
問
屋
の
み̂
な
く
、
利
.機
川
筋
<0

胄
商
、
例
.，
へ

ば

跳

子

の
'網
商
人
、.
.關
宿
の
干
鰯
屋
等
が
：有
り
、
.然
も
彼
ら
は
大
需
耍

地
た
る
關
來
平
野
の
：沖
央f
c
位
し
、
江
戸
ょ
り
遙.か
好
地
位
に
存
在
し
て
ゐ
た
。
然
る
に
江
戸
は
漸
次
そ
れ
ら
新
市
場
を
開
拓
し
、
征 

覇
を
遂
げ
て
行
つ
：た'
?
そ
.の
原
因
.の
ー
は
仕
込
金
に
ょ
る
入
荷.の
獨
戌
で
あ
.ち
ぅ
。
天
保
六
年
ニ
月
、
武
藏
國
搞
樹
.

多
_

へ_

ヶ
村
の
者
が
江
戸
町
泰
行..に「

干
鰯
\

粕
直
買
願
» .」

を
提
出
し
た
事
が
あ̂

彼
奪
の
申
分
は
，'

「

私
共
村
々
田
畑
肥
之
儀
ぃ
安
房
上
總

. 

. 

• 

• 

- 

X 

. 

.

.

.

.

.

. 

t 

•

下
總
相
摸
國
其
外
浦
》

午
鰯/

粕
等
從
來
直
買
仕
相
用
來
り
候
處
：、
.近
年
江c

于m

問
屋
共
差
障
り
直
買
さ
し
妨
難
跪
至
極
.

」

と
い 

V
.ふ
譯
で
あ
る
.
.が
、.
江
戶
問
屋
侧
か
ら
一
ム
说
す
れ
ば
仕
込
の
投
資
"に
ょ
つ
■て
江
戶
問
屋
を
通
過
せ^ -

る
を
得
な
い
の
で
あ
ハ
る
、
仕
込
の.增
‘ 

.大
：は
獨
占
のk

化
と
な
り
、
他
の
商
人
む
介
在
を
許
さ
な
く
な
る
。
原
因
の
ニ
は
干
驗

/

粕
の
多
墩
な
る
品'種
-が
江
戸
に
流
人
す
る
事.

.....

..-.•

 

.
.
.

 

I
 

.... 

.

.

.

.

. 

. 

- 

.

で
あ
.る
。
江
戶
は
關m

•奥
州
か
ら
人
荷
が
あ
る
許
り
で
な
，く
、，
量
は
少
く
と
も
關
西
物

*
北
陸
物
も
人
手
し
得
る°

肥
料
は
土
'地
.に
ょ 

り
適
否
が
.あ
る
事
は
江
戶
間
屋
の
强
味
を- %

す
。
原
傾
の
U

- T

し
て
多
量
の
調
達k

は

、江

戶

問

屋

を

俟

た

ね

•ば
得
ら
れ
ぬ
事
で
あ
る
。 

例
へ
ば
：1

^

藩
の
干
.觸
御
用
は
'江
戶
問
屋
.
の
‘多
田
屋
文
兵
衞
で
务
る
事
、
又
ニ
宮
尊
德
が
下
館
で
尊
德
仕
法
を
行
.ふ
た
办
千
驗
を
必
要 

.
■と
す
る
時

'
-'
.
下
館
*
關
宿
•
.浦
賢
.の-
干
鰯
屋
で
は
間
に
合
ひ
兼
ね
た
こ
と
等
は
.之

を

證

明

ム

る

^

ぐ

江
戶
問
屋
は
.斯
樣
に
し
て
着.ダ
販
路
を
獷
大
し
、
勢
力
を
强
め
、
更
に
は
そ
れ
を
'維
持
し
、
存
續
す
る
に
大
な
る
努
力
を
拂
つ
た
o 

.
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猶
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友
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ら
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論
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存
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之
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ニ
：御
座
候
ゆ
え
、
印
名
前
等
も
根
調
申
度
候
間
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若
右
雜
之
荷
物
其
御
地
、江
積
廻
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々
、
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何
卒
御
差
留
メ
置
被
忑
皁
速
當
撖
江
鉀
知
ら
セ
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下
候
樣
仕
度
御
賴
申
上
候
”
近
年
不
漁
之
砌

一

一

御
座
候
へ' #

、
如
何
鉢
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儀
も
難
斗
舉
存
候
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こ
れ
：は
房
：州
め
網
商
人
が
干
鰯
六
首
俵
の
大
坂
直
賣
を
計
畫
し
セ
、
浦
賀
干
鰯
屋

-に
仲
繼
を
賴
ん
だ
の
を
聞
き
込
；み
し
江
戶
問
1

が
、 

浦
賀
干
鰯
屋̂

そ
：の.拒
：絕
を
要
泳
：し
、
併
せ
て
：積
送
人
及
び
そ
の
崗
品
名
を
知
ら
す
る
樣
依
賴
せ
る
も
：の

.
で
あ
る
0

以
上H

通
の
：文
書
；
 

は
濱
方
生
淹
者
がy

月
問
屋
の
；仕
人
關̂

^

無
親
し
て
、
直
接
販
寶
せzi
/

ーと
す
各̂

法
^

抗
議
し
^

も
.の
.で
あ
I

、
そ
の
結
果
は
文
書 

に
ょ
づ
て
；見
る
を.得
.ざ
る
も
、
：恐
ら
く
江
戶
問
屋'の
要
求
.が
：通
つ
た
も
：を

推

測

さ

：れ̂
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-
公

^

;

:

: 

:

:
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パ
：
生
雄
者
側
の
直*

^

ー
方
固
論
ま(

る
\

と
共
に
：、
他
方
消
費
者
側
も
江
戶
問
屋
：の
仲
繼
を
排
し
亡
坐

.產
者
ょ
-り
直
賈
せ
ん
と
計
畫
す
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る
。
跦
挖
孚
保
以
後
：の
關
西
地
友
の
不
漁
、
：
或
ば
：干
鰯
仲
間
內
の
分
裂
な
ぞ
が

r

大
坂

を
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だ
ザ
さ
.せ
，る6
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寒
る
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投
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し
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房
總
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ゑ
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め
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問
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成
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付
、
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太
坂
身
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鰯
引
請
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者
相
釓
牡
入
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坂
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午
鰯
荷
物
少
ク.遠

國

：
へ

衆
»

届
观
多
有
之
« -

。〗

^

^

方
參
ハ
%

鰯

肥
-ー；蕪
之
糠
而
は
田
煳
と
も
出
來 

:

雛
#

仕
候」

一
持
、
此
度
仕
入
金
差
出
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¥
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霞

引

請

賣
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致

候
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^方
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國
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；
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追
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出
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仕
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事
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障
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千
力
荷
物
江
戶
芝
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へ
爲
付
送
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坂
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へ

廻

船
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度
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泣

候

得
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右

廻

船

浦

 

>
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參
り
候
干
力
荷
物 

爲
取v

り
江
汽
大
.坂
兩
所
べ
千
鰯
賣
場
御
莬
札
被
成
下
置
候
樣
奉
願
上
候
。
：右
願
之
龜
り
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ

、
—

々
漁
獵
渡
世
之 

者
ハ
：不
及
电
上
、.：浦
付
之
村
：々
：：
.百
姓
-

筒
相
助
候
儀
：

i
i
#
、

乍
恐
爲
冥
：加̂
^

荷
物
取
高
を
'以
，
年
ネ
興
加
金
稂#

御
上
納
可
致
候
-.
0
'
且
叉
御
上
納
金
荥
質
地
面
佐
券
可
奉
差
' ^

置
候
。
：
勿
論
私
共
仕
人
網
之
分
广

戴 

分
之
割
を
.以
、’
•：
荷

物

取

上
^

寶
貢
仕
候
儀
. 一

t

付
广
納 

願
之
通 

り
江
戶
大
叛
兩
所
が
千
ヵ
寶
庭
御
莬
札
衡
成
ず
&

候
<

、.、
浦

々
—*

同
相
助
難
有
仕
合
秦
存
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'

.
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'

へ.ヒ
れ
に
對
し
て
社
良
問
屋
は
不
許
可
を
請
ふ
：た
歎
願
書
を

.提
出
1

た
 ̂

.

.
若
し
：願
の
如
き 

薪
問
屋
.が

設

立

さ

：
る

、
時

は

四

づ

0 .
不
都
合
が
生
ず
务
と
衰
ふ0|
即
ち
そ
の
1

は
江
戶
問
屋
を
仲
介
と‘す
る
盤
然
た
る
也
入
、
販
賣
網 

が
紊
亂
し
、..
江
戶
問
屋
<D

存
續
を
.危
く
す
る
。
新
陬
屋W
成
立
：は
江
戶
問
屋
の
仕
込
を
ぅ
け
て
ゐ
：る
荷
主
.め
‘荷
を
も
新
問
屋
に
敗
收
せ 

し
め
る
0°

蓋
し
從
來
が
ら
の
仕
込
金
：の
差
引
を
m

れ
る
か
.ら
お
外
な
ら
与
尤
も
新
問
屋
侧
は
潰
網
取
立
に
ょ
り
製
し
た
干
鰯
は
、
積 

送

'り

に

際

し

特

別

^

包
裝
を
な
し
、
：
紛
れ
な
く
取
引
ず
る
事
を
主
張
す
る
.が
、
！荷
造
の
模
造•
印
替
へ
の
'如
き
は
容
易
く
出
來
る
事
で
, 

;
不
正
積
送
り
を
防
止
し
得
な
ぃ
。
そ
の
ニ
は
新
間
屋
'
の
成
立
に
ょ
る
先
行
き
の
本
安
は
江
戶
問
屋
の
仕
込
金
を
減
少
せ
し
む
る
。
江
戶

問
屋
の
資
ヵ
を
仰
が
％
ば
全
く
漁
獵
し
# ,

從
濱
が
多
く
存
在
す
る
？
そ.
.
£ニ
は
江
戶
問
屋
の
；仕
込
金
は
莫
大
な
額
に
上
る
爲
、
多
く
也 

か
ら
融
通
を
米
め
る
：が
；
\

新
問
屋
め
坶
現
は
そ
れ
ら
金
主
に
不
安
0

念
を
ぁ
た
へ
、.
問
の
オ
覺
會
覺
束
無
か
ら
し
む
る

a

そ
の
四
は 

潰
網
：の
取.立
に
ば
.江

; ^

問
屋
：の
；許
可
を
要
す
る
：
'0
;
:何
故
：な
ら
ば
潰
れ
紙
に
な.る
前
^

污
問
屋
は
該
網
に
仕
込
金
を
ぁ
た
；へ
て
ゐ
た
0
.
而
. 

し
て
そ
.の
仕
返
金
が.辨
濟
さ
る
事
なX
廢
棄
さ
れ
た
の.で

ぁ

る
.0

故
.に
■潰
網
取
立
者
は
先
づ_

問
屋
に
.許
^
^

:
要
.ガ
^

^

.
云

ふ
.:
°

更
.忆
：江
戶
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應
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檢
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璐
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追
々
連
狀
下
り
、
當
年
伊
勢
筋
ょ
り
も
速
漱
を
以
申
參
候
ー
ー 

H*

、
* ;

衡

嘗

觀

芯

お

、
已_

粕
千
加
ど
^ ;
:

猶
~

^

人
念
峙
>:
賴
ス
荷
办
さ
も
無
齔
事
故
マ
上
方
積
最
バ
銘

 々

貫
目
札
付
一
一
い
た
し
、
送
狀
表
へ
記
し
登
X :」

-
檢
夼
を
嚴
重
に
，す
る
事
は
濱
方
を
不
利
に
す
る
は
言
を
俟
た
な
い
。
こ
の
鮎
に
て
も
江 

:

戶
_

釔
濱
方
灰
從
が'

取
敫
.る
ロ
鐵
鳆
得
の
委
託
陬
屋
か_

陳
亂
せ
し
む
へ
る
。
：
こ

>

.
發

せ

ン

バ

：
■:
•■

へ

「

天
明
元
年
® '

十
一
月
參
り
候.

'

-'
■

.

.

.

,
へ
，.
.，ぺ
：
：-'
:

,

^

'■
:

:ハ

■
'

■
,

■
:'.:

、
,

先
達
而
干
鰯
廻
し
：方
立
合
改--
;〖

賴
成
候
由
被
仰
下
猴
得
共.、
：
濱
々
網
商
人
汰
勢
之
焉
チ
御
座
候
得
：八
、
：誰
先
達
而
否
返
答
も
不
中
人 

候
而
先
^

^

r

差
瘴
キ
候
。
其
後
積
送
リ.候
.干
鰯
賣
付
參
り
候
處.
廻
し
方
何
樣
壹# 1
方
之
不
足
-

御
座
候
。
：彌
相
改
メ
之
儀
二
御
座
候 

.

ハ
V

網
® :

人
べ
友
御
相
談
ー
マ
、
双
方
熟
談
之
上
御
改
メ
可
然
哉
と
奉

_

候
處
、
其
儀
無
御
座
不
埒
成
被
成
方
不
得
其
意
候
。
ぃ

.；

.(

中
略〕 

•
:
.
•山
麵
し
：と
申
蕾
れ
高
下
御
座
候
。
'
依

之

度

：
々

廸

し

方

之

傳

ー

ー

. #

兎
.や
肖
い
た
し
候
儀#

座

候

。';
'
山

な

し

摺

切

一

一

い

た

し

候

而

も 

買
人
之
心
持」

一
..
t
'り
賣
胃
ff
i

成
可
申
修
。
彌
仲
買
立
合
廻
し
ニ
被
成
候
*

ニ.
御
座
候
ハ
へ
、
指
切
ニ
改
メ
替

&

度
候
。
此
儀
御
相
談
調
不 

申
候
ハ
.、-

屋

張

先

規

之

通

：寶

人

之

心

儘

.

11.

痕
し
方
.ハ
可
被
成
候
.、
右
爾
樣
之
内
何
分
及
御
相
談
候
。:
:(

中
略)

'
.
.
.姚
.子
場
始
之 

時
分
.

K

軒
^ ,

屋
と
申
ハ
寶
問
屋
ニ
而
仲
買
ハ
外
一
一
御
座
候
。
只
今
ハ
何
れ
も
仲
買

^

翁
候
事
二
御
座
候
。
然
と
も
廻
し
方
等
之
儀
ハ
、 

外
#

買
之
申
候
な
ど
用
候
事
ニ
無
之
候
道1

ー
掷
痤
«

:

:(

下
略
>
4
‘ 

.
、

意
昧
不
鮮
明
な
處
尨
ぁ
る
が
、
鬼
も
角
.嚴

重

故

.る

抗

籮

.た
る
と
：と.抹
疑
を
人
れ
.なv >
o

、然
し
错
局
濱
方
の
抗
議
は
人
れ
ら
れ
な
か
づ

た
o
.、
江

戶

干

鰯

問

屋

は

濱

^ -
-

か
ら
_

立
_し
た
地
.位
5:
:
.
こ
の
.時
旣
に
確
立
し
て
一
ゐ
た
の.で
あ
％

尙
、

」

廻
し
方
は
外
商
賣
の
仲
買
で
は
旣 

'
.に
行
は
れ
；て
ゐ
る
が.

問
屋
# .

買
の
合
併
さ
れ
て.ゐ
'る
^

鰯
問
屋
で
：は
；

'
令
觅
行
ふ
：に.及
：'ぶ
ま
い
.■と
云
'ふ
最
後
.の一：：

句

に

ょ

っ

て

、

當 

時

旣
i c

間

屋

，が#

買

を

兼•て

居

り*
.
從

來

仲

買

の
.取

得

し&

貝
.ロ

錢

を1

問
1

が
：收

鑛^;
る

ボ 

パ

;

廻
し
の
*

|

^
濱

方

の

：不

茈
.を
：た
^

し
、
：，« :

際
の
集
荷
：の
上
に
江
戸
附
屋
を
利
し
：た
_
.
:
:他
友
買
手
侧
が
ら.は
そ
<0

*
务
數
料
を
徵
次

-.
,
し
：た 
o 
へ 
>

.

,:'
.•
.

::
:

'

:

; .
■
,

:

..
■'
:

.

.

:

 

-

 

,

.

■
.

-

.

:'

:'
，
：
.
し
 

：

■
.

'

「

;

;

.

.

'

.

:

S

 
部

仙

蒙

舶

直

し
.霄
褂
賃
共
一
. 

：v

s

傲
贰
分
宛
:,
:
ぐ
:'
'
:
' 

V

 

:

H

f̂#
^ -
.

^
べ
诮
し
賞
- ^

ら
.し
銘
々
貫
掛
^ :
.ん
，と
.も

®

條
豐
分
宛
'

■■
 
^
 

,
,
v

 

.
 

V-
 

-

丸
十
九
：里
モ_

ロ•：

か)

り

.

.
«依

« .

膨
3 £
'

毛
.っ
\'
.
 

V

;.
':. 

•
 

~

^
_

州
符
干
鰯
加
.
-
^

も
が
..条

俵
@ '
-

分
つ
、
'
 

; 

’
 

-
 

*
.
] 

,.•

.V».
 

. 

、

.•
 
*
 

.

右
之
通
兩
場
相
談
之
上
相
究
ネ
.取
傲
 
o,

戚
上」

:

:

'

'

,

,
 

-
 

:
v:
.

.

.'•
•
:;■
•
'
: 

:■
,
'■;::

■

':
;

く

/

,'
:
.
.

: 

h

:'
,.

.

-

'

.

.

.

.

.

* 

- 

.

.

.

. 

V 

' 

• 

.

.

. 

.

;,
':
問

屋

、
の

收

入

を

：金

部

ロ

.錢
と
す
る
赓
：い
意
味
に
於
い
て
の
ロ
1

は
、
斯
樣
に
漸
次
擴
大
し
て
行
つ
た0ぺ^ -

末
広
|

の
程
度
.に
な
づ 

だ
濟
习
粕
千
鰯
取
极
方
也# -
« ;
te
;

J:
;

.り
市
場
取
引̂

方
法
を
說
明
L>
:

_6>
'
、
：
素

嘉

永

年

度

：
o

p.

錢
を
示
.し
で
見
：た̂

o
. :

:'
■
'

:

.先
次
濱
方
ょ' ^
:
-
干
鰯
^

粕
歡
の
/
廻
船
.が
江
惑
於
着
く
中/
!.
:
'船
辦
ぬ
各
宛
ダ

は
船
頭
相
歸
り.;

陸
^
|
|
:聰
：ゆ
';
«

氣
フ
亂
俵
秦̂

ゆ
有
無
^

檢
裔
^

' *

宿
-

^

受
け
>
そ
：；の̂
0
齋
辦
さ
れ
る
0
'
.
褒

書

を

ぅ

け

た

送

狀

を

... 

:再
.び

問

屋

：に

持

參

ず

る

:;
^

:

|

^が

送
«

ど

襄

據

を

：
此

較

し

:'
'
:# :

像
':
«
:

■

ベ
江S
:

千

粕

市

場• 

• 

V
、

' 

.

八

丑

(
一

四O

三)

、

V
 

V

ぎ



Y 

i
# 

J
^
~ 

s
i
^
i 

f 

> 
9̂2 

v* 

J
»
s
. 

s
f 
iy
 

t 

» 

4
.
? 

r
» iy 

V 

/ 

« 

t 
、
 

< 

f 

» 

I 

«
• 

t
k
. 

t
- 

i

.

を
 

JM?
 

I 

\

!

:

:

.
, 

'
fc
_

H

-

#
 ぬ

输

市

樣

へ
:;
:

'
:
”;'」

.
 ̂

V
- 

-
V 

- 

V
.
-
,
- 

- 
- 

- 

 ̂

 ̂

^
 

y 

■
 

;
頭
ば
其
3
咩
入
齡
歡
^ ;
-

し
だ
¥

め
4

隱
ぬ
送
狀
ぬ
巍
書
必&

し
、
* ;

應
は
嚴
度
敝
頭
，屢
 

の

は
一
ト
上
下
し
た
次
の
着
齡
の
場
合
で
あ
る
。
送
狀
六
火
換
に
金
額
支
拂
は
れ
る

時

、
廻
し
の
結̂

i

し
て
桝
欠
そ
の
他
の
辨
濟
あ
る 

.
時
は
差
引
か
れ.、'
揚

船

宿

懸

錢

.、
：
.
.
揚

場

苫

錢

、
.
番
錢
尨
ゼ
.も
問
屋
を
：醫
し
尤
支
拂
せ
ら
れ
る̂̂̂
^
^
^

市
ぬ
定
ま̂

务
顧
的
h

例
べ
ば
初
弟
房
州
物
初
市^ ;

珉
月
四
：f

奥

州

：物

初

市

：露

五

只
 

日〕

戴

は

納

市

(

太
+ '
1 ;

呔
£

ハ
日
、

小£

ハ1

比
.卄
5 :
0 ;)

以
：外

ば»

荷
ー
の#

*

^
フ

荷

嵩0 .

問

屋

が

&

廻

狀
 

ハ
集̂

ら
れ
る
0-
1
寬
肋
^

_

^

枸
ん
ず
市
は
ぞ
の0 .
の
芷
ゼ
に
初
ま
を
。
：先
づ
揚
«
宿
の
出
レ

及
び
第
三
者
忠
合
に
て
行
ひ
、
，合
格.の
分
.は

俵

札

へ!:
■
方

は

印

形

を

押
し
.
、寶

方

.は

永

揚

帳

へ

升

用

及

へ

少

魚

家

銘

^

記

む
_
.其
±
で
寶 

人
役
と
買
队
役
が
ぞ
の
荷
を
は
さ
ん
で

「
.鎭
を
突」

、
：'即
ち
相
方
か
ら
値
段
を
出
し
：
'

進
々
.
そ
れ
を
接
近
：さ
せ
、
-買 

で
實
酿
±;

糴
评
！̂

ぁ
る
。

「

値
段
定
±:

る
時
は
資
方
は
水
撒
持
に
水
揚
帳
へ
へ
記
入
さ
せ
、
俵
札
は
買
方
下
役
に
手
渡
さ
れ
る
。
か
、
る 

取
引
5:
:

繰
泥
し
_て
市
を
閉
笈
る'9
餘
程
の
太
漁
ザ
な
い
限
り
略
*々

日
眼
り
^ :

賣
切
作
るp 
.市
が
終
石
と
*
方
は
揚
船
方
べ
手
板
と
俵 

直
し
不
延
引
合
及
.び
寶
捌
方
譯
ば
を
通
達
す
る
。
濱
買
使
の
：場

合

に

產

方

•
永
揚
持
•

冥
方
-
濱
買
持
•
買
方
下
役
が
會
所
へ
集
合
し
、

. 

濱
s '

持
を
し
：て
濱
買
を
記
さ
せ
る。

:'
:
'•
■ 

. 

. 

^

.
布
の
翌
印
_「

.見
« ;
1>
:」

が
^ -

り
"

戴
賈
ガ
双
龙
揚
船
宿̂

附
け
た
質
譯
札
紀
見̂

^

俵
を
#
兹
ず
る 
>
 
檢
丧
は
升
欠
め
有
無
フ
見̂
 

に
澍
す
が
現
物
め
優^ :

で
^

つ
七r

,

不
殷
の
場
合
寛
方
呔
人
直
じ
を
寶
方
に
«

求
し
得
：るo
'
見
值
1>

が
無
事
濟
必
ば
、

：

其
夜
の
.内
に
會 

'
所
へ
，：
寳

買

S

合

の.
引

含

せ

：を

行
^ ，
# .

る
。
そ
の
上
ぼ
寶.方
.が
.俊
切
値
段
を
寬,

"

船
便
め
；あ
り
次
第|

,

へ
通
知
す
る_

で
.あ
る
。
.
.
ハ 

，

节
の
世
法
は
大
歡
以
上
で
盡
ぎ%

す

へ
ベ
て
_

戶
着
.の
干
鰯
.
-
翰
は
と
の
市
を
逋
過
せ
ね.ば
な
.ら
ぬ
!'
0

市

場

に

：
出

さ

ず

、

勝

手

^

問
 

.
室

が

商
ロnH'lr
'
#:
«

<:
^ -
«:
^

^

^

^x-

ゐ

：
た-;
0
又
間
屋
が
初̂

て
.の
.荷
主
.上

り

，
荷

受

抒

を

し

f e
.
-
.峙

，は
：- #

場
'の
#

所

へ

兰

白'僩

そ
.<
0

营

友

’< m a w > T . 抵 一

張

紙

，す.‘る
必
要
が
あ
：つ
た
。
.
こ
れ
ば
濱
方
の
不
正
商
裉
絕
の
た
め

で
あ
つ
.
て

、

一
一一
日
を
經
て
尙
他
問
屋
よ
り
抗
議
な
き
時
、
.
初
め
て
市 

に

懸

，け

る

事

が

出

来

^ :

。'
寶

人

役

ば

濱

方
.よ
.
.り
.荷

彻
&

引

請

け«1
7

場

に

て

賓

捌

く

役

で

，
あ

る

.か
ら
、'
濱
方
よ
り
賣
ロ
錢
を
得
る0 ~

當
時 

.
寶
ロ
錢
ぼ
干
_

^

.
ば

- ^

壹
：诩
に
付
き
銀
壹
匁
、
魚
油
は
銀
壹
匁
五
分
で
：あ
つ

，た
。
そ
が
他
間
屋‘は
場
懸
り
、.
持
銀
い
.藏
敷
等
を
濱
：方 

よ
*

^

^

{が
、
嘉
永
六
年
の
，
.齋
買
1±
:

憲

£

よ
：
び

そ

：
の

部

分

を

« :
.
書
す
_れ
ば
次
'
の
.
.
^
/で
義
る
0
.
.
. :； 

V

.

.

':;
:

.
: 

y

}

,
.

「

.
f
 

干

鰯
■

^ •

粕
べ
ン
：
ハ
へ
：
々
 

V

;

-

'
 

.

:.

-
.
* 

V

.

P

.

 

.
0
, 

i

 

.

ハ
'

.

:

.
'
.
•
. 

'。
く
.

.'
'
'、
 

•

.

 ̂

A

M

%

>
 

-
.
. 

: 

' 

, 

•

,

，
‘
 

f

.

持

-;
,;

銀

ハ「

金

壹

璺

;'
.

'
.:

ぐ
、

.
■:

パ
：

.
，
：: '
,
'
:
'
V

•.
.

,-

但
し
右
持
I

分
之
儀
者
仲
買
方
江
相
渡
外
壹
分
之
儀
者
買
方
旅
人
江
相
渡
申
候

.

ノ

I

大
船
水
揚
^

^

日
際
|1
:
'段
卞
直
- -

而
御
拂
'ラ
不
相
成
计
白
目̂

藏
人
^

^

藏
鋪
拿
藏
ぃ
ニ

 

■

■

セ
百
俵
詰〜

粕
五
诤
俵
詰
壹.
.
#月

鑛

四

拾^

¥

割

ぺ

フ̂
^
^
、

)

. 

..： 

.
v
:
v
…

：

v

-;
;

,
;.
.

:r

'
'
.
り 

.

(

し
：
：
.
詰

.合
 T

 

白

隹

管
1
_
:付
干
鰯
^

^
 

 ̂

- 

'
'リ.威

出

ー

龙

壹
.
.俵
-
付
干
鰯
六
動
宛
パ̂

^

■■
:
:
”
■
:
:;.
'

:

■

,

(：；

趣

K
 

:

と
め
'外
®

裸

よ

ゲ

「

皮

茗

稱

し

壹

南

ぢ

つ

：：
ぎ

七

.分
受
取
る
？
尙1
外
裏
唱
鉍
壹
俵
に̂

き
義
^五
^

が
、
.
こ
^

樣
成
窗
り
之
.賓
人
役
办
#

響

傣

に
: #
'

錢
贰
文
^'
:
合
1>
:て
：、
”
.盆

蕾 

へ
:
.

.'
■:':
;
 
,

:•
■:.

.
;

塗

裏

鏟
/

粕

碁
'
 

-
 

-
A
t 

S

O

0

 

-
.



ぎ

，の
于
澳/
粕

市

揚
■ 

，八
a

x
m

o

六)

.

.

.

'

. 

....
 

'
:.'
, 

.

-

.

.

.

.

.

.

.

.

他
方
買
出
.從
は
買
ロ
錢.

M

貝
主
ょ̂

得
る
。
買
ロ
，綫
は
金
豐
兩
に
付
き
銀
豐
匁
五
分
の
^

セ
あ
つ
た
が
、
上
方
積
の
場
合
は
上
方
積

:

_

鬆

％
^

^

、
_

_

薩

3

觀

,

文
^

—

_

驗

方

問

屋
_

收
_

た

餐

立
錄
拂
の
貿
主
负
擔
で'
あ
づ
た
。
と
れ
ら
，の
利
益
ょ
り
所
謂
-
•皮j

 
メ「

外
L
が
賣
人
役
に
提
出
さ
れ
る
事
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
貿
出 

.役

汰
7 &
# :
» .
^

犹
事
セ
敦
念
だ
植̂
:

|

が̂
問
屋
,

合
併
ざ
れ
：て
以
來
、
同.
1
;問
屋
如
^

賣
人
：役
*
買
敗
役
双
-

^

出
.た
，
從 

m

w:
-

■

ば
#

^

靈

权

寒

麻
^

^
■

ち

# ;
(0
-

&

麗

が

濱

龙
-に
仕
.迅
金
：あ
.る
場
合
，
金
利
ふ̂

ー

密

段

邏

り

寒

引

か

權

ぃ

龠

”
訐

八

^

究
候
上
③
資
方
は
仕
切
直
段
相
茫
フ
高
蛋
均
い
た
^

淖

可
％
薪
&

_

る

樣

：に

鼻

仕

誓

駝

齡

抝

_

問
屋
0

薏

の
; «
,

め
ら
れ
.た
檬
で
あ
る
々
：荷
主
の.遠
隔
、
：
酿

險

を

徵

大

看
■

■'
,. 

-:
.

r '
; '
'

ゾ
'

■■
/
:
,
'以
上
象
末
永
代
場
の
、
殊
に
海
廻
し
品
$

敢
引
.及
：び
そ
の
ロ
餞
で
あ
る
。
こ
れ
が
铫
子
浦
か
ら
來
る
場
合
、
聊

•か
趣
を
項
に
す
る
。 

:ゾ
一
畆
痛
鳋
ぬ
お
ぎ
蓊
瀑
で.、'
脒
謂
鎌
子
浦
加
ら
來
芩
干
嫋
べ
粕
は
高
瀨
船
に
積
み
、
利
根
川

1

經
て
問
屋
賣
場
へ
直
接
揚
げ
得
た
.の
で
、

. 

. 

. 

.

.

.

.
、
• 

.. 

• 

,. 

. 

.... 

.- 

< 

n

.' 

• 

., 

V
.
.
.
. 

. 

■ 

i 

. 

• . 

: 

• 

-
• 

.

.
、
*

•

•

•

. 

.

.

.

^

臉
か
縣
ト
錢
が
不
要
で̂

奋
。
ず
こ
科
は
海
廻
む
以
外
す
べ
：て
：然
$

で
あ
る
か
ら
:.
>

:
九

十

九

里

ヶ

濱

嘞

で

ー

も

陸

稼
#

お

：令
^

は

鏘

論
^

の
他
奧
揚
は̂

聞
荷」
> ;
.稱
し
>

:
市
引
合
の
.上

：
に

て

も
1

應
荷
主
へ
聞
名
亂
し
、
，荷
主
同
意
の
：上
な
ら
で

•. 

. . 
• 

. 

•
 

■■
 
.
 

■
 

.
 

.

.

. 

•• 

• 

- 

• 

'
•
•■
•
-
.
 

. 

. 

.
、 

. 

* 

- 

... 
• • 

■ 

• 

• 

' 

,.• 

- 

• 

-. 

•

. 

;

は
*

方
が
#

物

を

捌

き

得

な

か

つ

、
た

。

.從
つ
て
引
合
後
三
日.以
內
は
賣
主
側
か
：ら
も
破
談
或
は
値
切
る
V

が
出
來
、.
ぐ
0
 

ハI

と
：大
だ
禺̂

.ヾ
藎
1>
.
.錄
子
浦
^

於
ゆ
る
網
商
人
办
勢
カ
に
ぎ
來
ず
岌
も
«

1

ら
.ぅ
か
。
_「

聞
荷」

.
にv

値
段
折
合
は
ざ
る
時
は

一.择
汉
市
P

て
寶
衝
ヤ
事
に
な
つ•
て
ゐ
た
。

:

. 

:

、
-

- 

^

:,
:
J

.

.

.

. 

. 

., ..r'..
 

• 

- 

. 

. 

• 

- 

■ 

. 

. 

• 

.

:

.

.

.

.

.

;

V

•:
■:
:
.べ
1
,^ :
;
.
.免
.

)

ぶ
3
.

〕

ベ

名

.

,

,•
•
-
.
'
,

(

7〕

前
揭
フ
虹
干
顔
舐
賢
取
敬
方
心
傅
•
し

 

,

'

.
ー：
.

.

'-.
:

'
レ ̂

、
ノ
ニ
ミ 

；

：

:
'
.

"-
:

.

.江
戸
に
於
い
て
商
業
仲
間
が
龍
と
し
て
恒
常
的
に
認
め
ら
る
、
様
に

t

つ
た
の
^
ノ
人
に
よ
り
見
解
を
異
に
す
る
菸
私
被
募
保
九
年 

0 .

事
也
思
ふ
。
ー
幕
府
は
仲
間
に^ ;
.る
調
盤
_

能
.、
，特
に
.物
價
引
下
ザ
の
翱
果
を
認
め.て
、：̂

れ

を

慕

府

監

督

_わ 

:
:
u

太
の
次
あ
る
。
パ
こ
の
時
；は
緊
急

「

の
物
儕
政
策
遂
行
：
.の
、
た

：
め
で
へ
あ
：つ

だ

か

ら

'
.
日

廉

品3
 

.
期
し
て
最
必
：酿
品
十E

種
：に
同
十
：

1

へ
：
年

限

定

し

た

o
:奴
後
耀
府
ゆ
そ
；の
：實

奮

認

め

#

和
y

的

ビ

，
，
域

は
; #

間
ょ
か
請
求
せ.
4
め
：，#

裔

_

圍
^

渉

：り

公

認

し

、た

。

'
.年
鰯
問
屋
伸
間
の
場
合
跆
後
者
々
仲
間
側
.の

請

¥

に

太 

.1

兀
文
四
年
正
免
次
認
さ
仉
た
。
そ
の
公
認
ま
で
b

經
由
は
左
：の
次
書
に.よ
ら
て
明
瞭
で.あ
る
;0
:
:
.
.
”

■:.
,'
:
'ベ
ど
C

 

「

私

費

賣

_

>-#
%:
祿

年

屯

灰

歟

度

願

人

脊

泛

 

>
が
®

兀

ギ

伊

帶
i -
:

g

町

；

f
.

而

勘

兵

衞

v

住

弁

衛

門i '

秋
叛
勝
合
一
一
而

^

無
め
、
辛

加

碧

新

規

取

建

、
荷.

引
：

i
:

取
持
仕
候
ぢ
付
ネ
称f

次
殆
吏
之
儀
申
笨 

江
御
願
_

土
候
得
味
'

#

速
御
辦
味
被
成
：
^

曲

屋

；U
1而
も
無
之
m

物

：时

鄯

候

霞

％

_

之

睽

膨

仰«

:

右

；
^

_

干

齡

荷

物

：私 

■
へ; ^
;

取
寶
捌
仕
、.：以
-

翁

：&

僉
四
拾
1
ー
一
太_

頃
休
株
之̂

の
：戴
- ^

武
人
‘

»

貪
^

渡
、ぜ
'六
接
卄
3

日
濟
ロ
證
文
五
候
，
猶
兔
其
頃

_

所

東
¥ '

野
€

ー̂

も
同
樣
ガ
篠
囊

(
「

：之

外

色

，：
 々

ゼ
4 :

嫌
''
1
:
存
>
<
金
チ
貸
出
し
，ぐ
れ
积
申'
依
之
浦
方
_

碧

荷

物

爲

替

金
# *

支
難
傣
仕
候
間
い
狗
取
組
合
取̂
^

 ̂

同
-
無 

藉
あ
灣
齋
仇
度
段';
:
;

*

_敝
馨
筑
皆
守
扉
へ
通
願
御
輙
申
上
候
得
ゅ
'
:紙
合
#

免
候
藤
：_
結

: %

手
嫉
1
1^ :

迦
尋
被
爱
處
ボ
私
共
組
合
之
が
午
か
觀
寶
な
し
乾
御
座
候
節
<

;>

身1

兀

ま

ー

糙

成

者

1
:

座
觀
.
3

 

A:
«

に
：
て

：
^

間
へ
加
火
爲致

-：

靈

商

賢

仗

度2

日
靈
土
養
支
無
之
段
；
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未
年
汜
月
廿
观
ぼ
於
御
阡
寄
合
ニ
私
組
合
四
拾
三
人
言
上
、
輙
帳

’
へ
御
記
被
下
歡
、
則
銘
々
印
形
奉
差
上
、
御
威
’光
ヲ
以
是
迄
商
賣
相：' 

.
續
仕
來
難
有
奉
存
候」 

• 

•

, 

.
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' 

'

文
面
に
t

れ
ば
f

認
'-
t

人
•數
の
，制
限
で
な
ぐ
、
從
っ
て
党
全
な
を
獨
占
で
は
な
か
っ
た
が
、
問
屋
仲
間
加
人
以
外
の
商
家
に
ょ
る
干 

鰯
ド
粕
の
密
贫1;
-
.於
嚴
禁
さ
れ
、
蒜
府
杧
ょ
っ
て
奶
證
さ
れ
て
ゐ
る
。

 

f 

、

':
_
然

間

ば

词

.じ
ヶ
せ
紀
同
商
措
を̂

^

ぶ
商
尤
冷
間
忙
は
自
然
發
生
す
尤^
^

敗
で
^

纹
' 

殊
に
午
鱗
問
爵
の; ^
<

地
域
を
、
 

同
じ
ぅ
せ
る
職
業
に‘
ぁ
っ
て
は
そ
の‘發
生
は
極
め
て
早
い
。
如V

る
私
仲
間
が
享
保
以
前
に
も
各
種
商
人
間
に
存
在
し
、
然
も
l
:i -
#

 

府
も
そ
れ
を
認.办
て
か
た
ら
し
い
。
，勿
論
享
保
以
龅
に
も
幕
砑
は
特
株
事
情
の
た
め
に
仲

1!
1
]

を
公
認
し
た
事
は
ぁ
る
。
例
へ
ば
警
察
的
へ
. 

艰
締
め
必
要
か
紀
質
歡.
振
賢
§

#

間
を
：組
織
梵1>
め
.

如
¥

或
_

£

_

_
新
貨
幣
.

_

.促

繁

爲

ー

に

大

問

#

0 :

仲
賺
を
公
認
¥

し
.
7 

如
き
、
又
享
保
穴
年
大
火
後
の
物
亂
對
策
と
し
て
特
殊
商
業
仲
間
を
認
め
し
如
き
之
れ
で
ぁ
る
が
、
そ
れ

.以
％
に
も
公
認
ど
た
で’行
か
：
. 

ず

、

醫

程

度

、
に
,

I

人

數
I

f

上
或
は
そ
れ
を
改
訂
せ
な
る
事
が

•ぁ
っ
た
。
そ
れ
は
獨
立
し
た
法
令
の
上
に
明
確
に 

現
_

れ
ズ
ゐ
.な
^ ;
.が
、：：享
保
十.一
年
四
月
以
江
芦
町
觸.：の̂

に
1

風
又
»

永
年
#

問
屋
帳
同
差
坩
置
候
。
：、是
叉
品
數
多
'く
、
其
以
後
@

ヶ
，
，
' 

.

不
中
批
稿
者
池̂

有
之
：

u

ゆ
揷
人
矿
に
ょ̂

て
,
か
&

り

廣

い

：
範

圍
.に
«

っ
て'
幕
蔽
於
仲
間
を
調
査3

,

^
を
知
レ
.優

る
.<
>

:

#鰯
\

粕
問
、
 

屋
叻
.仲
間
も
早
ぐ
ょ
り
か
、
る
慕
府
の
默
認
を
ぅ
け
て
ゐ
た
9

而
し
.
て
、
そ
の
默
認
広
ょ
り
如
何
敦
る
恩«

を
受
け
得
た
か
は
>:__次
の
ソ 

文
© :

に
明
ら
か「

で
あ
る
。

.

.
 . 

: 

. 

.

. 

' 

.

. 

• 

.

.

■;
■
■ 

V
 

「
一

1

兀
祿
七
进
年
願
人
有
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組
.ベn
ん
數
.御
玫
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付
ご
痛
勘
定
御
奉
霖
原
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守
樣
へ
紙
屋
紙$

人
^

|

^
上
串
候
9-
.パ
。

-—
•

寶
永
三
戊
年
十
一
月
御
當
斷
問
屋
御
改
御
座
修
膨
、
私
共
組
合
人
數
書
出
候
樣
被
仰
付
，
即
町
年
寄
北
村
彥
右
衞
門
殿
へ
人
數
書

：
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一.
享
保
七
寅
年
鄉
當
地
：'-
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千
鰯
引
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人

有

之

：、
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寄
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右
衛
門
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共

組

合
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召

呼

御

.尋

二

付
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私 

共
古
來
ょ
り
商I

貨
仕
策
候
輝
中
上
候
處
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右
願
人
ん
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不

被

仰

付
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：

私
^

紐
合
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別
條
商
寶
稂
縷
仕
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'
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享
保
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午
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#
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舉
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御
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節
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^
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仰
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屋
仕
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段̂

^

^

鄉
座
候
節
广
私
共
組
合
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寄
樽
屋
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呼
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賣
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囊

i

御
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を
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_

上
條
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；其
段
御
聞
濟
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：右
願
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享
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十
ニ
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ギ
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甩
輒
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ぼ
天
岡_
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守
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斷

駿

伍

農
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恥
候
付
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段
ダ
御
吟
味
之
上
、
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訪
美
濃
守
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鄉
內
寄
合
へ0
 

袭

召

出
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迄
諸
瓶
在
遨
：へ
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;

金
_

濟
可
电
衡
と
願
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釦
へ
御
尋
被
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得
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立
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濟
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.电
陡
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^
^
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賢

候

ば

困

窮

之
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;

泥
右
之
通
ぬ
_

錄
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中
上
_

6-

越

前

守

樣

被

媒

缓
<

# :

竟
公
事
之
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_ー
相
成
候
事'を
相
_

申
段
：不 

视
#

ら
せ
漱
方
罷
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其
後
御
沙
汰
無
御
座
候
。
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：つ.て

幕

寐
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：
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仲
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認
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設
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舊
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破
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弋
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.
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面
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_
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-

铫
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設
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£
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軟
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屋
於
，
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後
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代
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ぞ
の
他
の
戴
立.後
加
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十
五
軒
の
多
き'ぢ
上
.
つ
た
琪
は
之
れ
を
證
し
て
餘
あ
る
も
の
で

.あ
ら
'ぅ
。
要
す
る
にf7L
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四
年
公
認
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旨
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：ら0
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憤
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ゐ
る
。
か
、
る
書
類
の
提
出
は
藉
府
の
黠
督
束
縛
が
取
引
み
上
に
む
加
へ
ら
れ
る
事
に
も
な
る
が

*

他
.面
公
認
に
ょ
る「

御
威
光
を
以
：

」
. 

七

，
獨
占
_

_

役
.立
.ク̂

咚
承
.鰯
^

賴
問
»

の
»

合
か
^

ら
':
<';
同
稼
.で
；あ
；ら
5 ^

或
は
御
用
を
勤
むる
事
を
そ
の
，作
償
と
し
た
事
も
あ
つ
た
が
、
干
嫋K
粕
問
屋
'に
は
そ
れ
が
無
い
。
僅
か
に'年
々
御
用
干
鰯
と
て
蒜
府_ 

.

の•
注
文
あ
る
を
調
達
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

‘

,:
'•
,
泰
認W

.

叫
た
問
屠
仲
間
呔
純_

が
獨
点
や
呔
教̂

〉

'
:陬
屋
歡
_

時

：
に

增

调

ざ

电

る

事

^

の

推

薦
を
务
要.と

し

だ

故

、
；
猶

兩

同

樣
.で
..あ< >
た
と
云
V
へ
る
0
輸

し

て

新

加

入

，
の

.問
屋
，は

舊

佌

間

規

約

を

鼯

對

に

遵

泰

せ

し

め

.ら
れ
ー
る0 

:
:然

じ

允

炎

以

降

：

,

數
め
‘

加
^>

軋

爷

に
.は
^

ク
'

_
が
、
、
；大

體

ば_

減
^

^

中
が
行
は
れ
た
。
卽
ち
元
文
四
年
の
，四
十
三
人
は
明
和
六
年
二
十
九
人
に
為
り
、
安
永
五

‘
年
に
味
ニ
+

ニ

人

に

、
な

っ

た

。

更

に

文

化

年
 

杉

本
^ :

十

郞
-

菱

垣

：廻

藝#■
;

間
^

興

し

て>

• #
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'

吼
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篇

軌

幻

幕

府

に

提

出

し

株

鑑

.^
の

卞

附

玄

名

务

た

時
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.
も
M

ば
藥
^

樽
兩
積
で
'あ
タ
た
が
、
同
樣
冥
加

(

拦
1

)

を
出
し
、_

灰
洛
獨
^

以
後
表
面
株
人
數
は
減
ぜ
ら
る-
^事
が
な
か
っ
た
が
、.内
容
は
變
化
が
有»)
*

、
强
カ
な
問
暴
が
數
株？:
,
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ね
營
1

續
け
た
。
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-
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;

扣
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_

問
屋
仲
账
故
整
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潮
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々
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臂

：
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摩

周
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も
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べ
^
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_

_
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;
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;
-尋

强
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_

ズ
^:

例
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_

方
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龙

妥

問
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劣

^

'
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ぬ
め
化
.
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札
0

牧
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に
ょ
< >
:

て
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爾

め
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屋

ば

释

に

魚
^

た
如
へ
き
'\

皆
仲
間
の
_

結
カ
の
强
固
に
ょ
っ.
て
達
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
史
に
仲
間
内
ル
融
資
機
關
と
し

.：
て
：
の

辋

組

合
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問

屋

：
の

仲 

賈
併
合
等
の
仲!|
1
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部
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.充
實
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广
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實
カ
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威
0

程
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語
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で
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ぅ
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こ
れ
は
干
嫋
パ
粕
仲
間
に.限
つ
た
事
で
は
な
く
、
同
時
代
の
商
敗
仲
間
の
す
べ
て
、亦
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む
所
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も
の
で
は
ぁ
つ
た
が
、

.干
鰯
\
粕

仲

間
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然

し

そ

れ

、
、
"
問
屋
の
嚴
重
な
監
視
下
で
ぁ
る
か
ら
、
必
っ
て
も
僅
か
で
ぁ
ら
ぅ
が
、
、上
方
積
廻
船
に
於
げ
：る

故

南

は

か

な

り
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重
大
な
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り
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。
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應
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屋
‘に
と
っ
.
て
誠
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迷
惑
が
_
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で
ぁ
っ
た
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0

提
荷
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の
一
例
と
し
て
，
天.明
元
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四
瓦
品
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神
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舟
仲
間
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干
鰯
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.
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九

四

(
一.

四
ニ D

防
手
段
^

講
ぜ
ら
れ
た
。
祓
取‘
は
從
來
多
く
江
戶
湊
杓
か
ら
浦
賀
へ
か
け
て
の
内
_

、
殜
に
_金
，澤
-
神
奈
川
邊
で
行
は
れ
>

。
從
つ
て
仲 

，間
は
I

同
地
方
へ
拔
盜
の
監I W
に
*

或
は
誅
議
に
A

を
派
し
た
。
そ
の
，派
遣
費
は
市
場
割
當
で
な
く
、
嘉
永
年
間
に
は
手
廣
き
仕
入 

の
家
數
に
ょ
つ
て
割
當
て
も
れ
た
。
即
ち

「

當
時
者
當
場
所
仕
人
致
候
者
別
而
無
人_

【

候

間

、

人

用

：割

_

者
：
—

：

l
M

 

川
場
組
ょ
り
四
拾
兩
出
金
、
當
場
ょ
り
拾
兩
出
，金
右
割
合

n

致
ヘ
シ
。
，當
時
手
廣】

ー
仕
入
致
候
者
湯
淺
や•
水
戶
や
•
久

住

•
和

泉

屋

依

之

向
場
四
へ
手
前
場
ハ
拙
店
一
家
な
れ
ば
仕
人
多
不
仕
故
、
右
見
積
を

•
以
五
ト一

當
場
所
ょ
り
出
金
可
仕
段.
^

而

麥

談

之

^

似

來

出 

r
9

v
 

-

.

.

.金
筋
致
べ
し
/

當
場
‘と
ぁ
る
は
勿
論
永
代
場
で
ぁ
る。
：
. 

.

"(

i *
:
.ベ
ず
^•
.
她
稿
_

保
&

政
.に
^

^

.る
：株

仲

間

を

通

ゼ

^

る
^ ,

擅
_

制
し1

史
, ^

坐
^
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フ
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篇
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へ

喜

多

村

富
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肋
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訓
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續
記
し
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寫
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'
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六
天
保
改
革
以
後

-

•

:

'

:

、
 

.

、

.

.V

杉
廳
ゼ
郞
が

訊

私

と

泰■

江
^

に
夔
埴
.廻
_

他
間
が
出
来
、.：
萬

加

暴

め

て

仲

間

員

隹

^

屋

に

免_

ぁ
^
へ

文

紙

の

：證

於

、？衛

_

制
度
汗
‘

::
1
>
贏

巢

裏
. ^

逆
^

制
度
|
:
で

が

隊

象

：_

り
"

VS

や
寧
ろ
そ
れ
を&
:
え
'た

か

の

感

ヌ

へ

ぁ

つ

た

.0

而
•しy

そ
の
策
染
は
逋
だ
簕
連
と
つ
て
面
由
か
ら
ざ
_ 

る
も
め
が
.ぁ
0

た

。
：
冥

加
.
御
用
等
^

ょ
.っ
^

寒
府
$

- #
;

た
利
益
ょ
り
も
、
所
剰
町
认
が
羽
—
り
を
き
か

 

化
政

度

の

特

異

な

：町

入

.文
化
が
生
み
出
さ
れ
て
も
、
執
政
者
の
目
に
は
唯
腐
敗
-
爛
熟
と
し
か
.
寫
ら
玟
か
つ
た0

こ
>:
:

に
執
政
者
側
よ
り
す
る 

改
革
が
惹
起
さ
れ
名
。
商
人
の'足
場
で
あ
つ
炎
株
仲
間
の-解
放
I

天
保
改
革
は
再
び
武
家
第
一
の
世
祀
返
あ
ん
と
欲
す
る
大
手
術
で
彭

切
顧
慮
す
る
鉻
要
尨■•
<

、
：，素

^

'.
^

り

と

巧

勝
净
蓄
買
せ̂

と
策
ふ
ー
の
氓
潘̂

き

っ

ボ

汗

鰯

商

寶

ヒ

麻

ふ

如

^

^

を

誇

■

が
捎
m

M

VF
5

本

薩
*
^
浦
雕
鄉
凝
左̂

^

網
町
勒
德
河
摩
ジ
身̂

屋

表

发

徽

と

审

者̂

遛
方
^

，之

識

水

■

成

候

被

®

■

齋
よ
り
、.，貫
目
大
酿
相̂

て
六
百
罔
、
中
觸
賴̂ 

右
八
' 

. #
§

儀
：̂
！S
:A
E

^

;:
«

汸
_

取
減
齡
修
間
、%

之
通
問
屋
相
#

よ
^

下
直
；ぢ

象
1

^

^ :
'
叢
永
满
^

，
地
方U

於
い
'て
を
：や
で
あ
る.0
濱
方
は
前
--
f
t
な

き

地

，
に

荷

を

送

る

で

^

ら
う
し
/

、
地‘方
商
人
把
仲
繼
商
を
排
除
し.て

直

接

生

糜

者

.
と

取 

引
の
友
.渉
.t

す

る

：。.商
品
观
給
網
は
い
た
づ
ら
に
：混
亂
し
ノ
.翁
も
そ
れ
に
よ.る
物
價
の
下
落
は.
.
'

1

時
；

g

で
、
あ

り

、
：
間

^

な

く

從

前

以

上 

■.
'■

■:の
.騰
貴
が
見
.方
れ
^

#

極
問
管
仲
間
が#

興
康
ぎ
左̂

.然
し 

一
f

极
底
を
搖
が
し
た
も
の
は
再
び
元
に
は
返
ら
な
い
9

返
ら
せ
や
う
と
す
る
舊
勢
力
に
對
し
て
新
勢
力
の
爭
ひ
が
當
然
こ

i

太g

; ^。，

: ^

方
面
：顏

^

が

蒲

：す

あ
-;
°

と

^

理

法

璧

為

る

复

問
屋
の
I

と
そ
の
變
化
を
見
よ
う。

.

• 

:

 

• 

,

'

■

'
、
 

‘

.

.

^

0江
戶
1
に

於

い

；
て
^

あ

，
る

が

、

嘉

永

の

問

屋

. #

興
ぬ
文
化
以
时
<p

狀
態
に
返
れ
と
袞
ふ.布
達
で
あ
る
.故

，.，
當

然

文

化

年

間

冥

.加

金 

運
上
と
词
時
に
下
附̂P

れ
た
干
鰯
,
粕
魚
油
問
屋-0
0

名
稱
‘は

附

，す

事

そ

得

な

い

: 0

干
観V

粕
問
屋
に
し
.て

魚

油

を

營

業

観

目

中

.に

加

へ 

V

•
ゐ
る
も
の
は
、‘
改
め
て
川
邊
三
拾
四
番
組
氣
油
問
屋
仲
間
と
し
て
屑
出
で
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た

0
.
更
^
.
重
大
な
，る
變
化
ば
問
屋
入
員.

-

の

加
.で
あ
，る
。
天
保
か
ら
嘉‘永
再
艰
に
か
付
ズ1

亂
メ
期
に'-
>

舊
涞
の
，.

眉
は
十
五
名
よ
り
十
へ
ー
名
に
減
じ
た
に
.對

し

、
、
新

規

開
 

.f
r

,

pの
干
驗
ィ
耗
市
場
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'
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干

録
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九

六

S

 

一
 

S

 

業

者

は

十

一

i

•一
名
生

じ

た
o
.

こ
れ
が
苒
興

(o
-

曉
は
共
^

問
屋
と
尨
り
-

前

- #
-

は
本
組
、
後
者
は
假
紺
と
稱
し
た
。
尤
も
假
組
十
三
名
の
；

C

へ 

六
名
.ゆ
，
舊
問
屋
侧^ :

:ら
1
1<
は
す
れ
ば¥ '

に
濱
方
荷
主
の.直
賓
を
斡
旋
し
、
ロ
錢
を
得
るt
過
ぎ
ぬ
#

、
問
屋
名
目
か
ら
除
外
さる
‘
ベ
き 

だ
と
主
張
さ
れV

双
方
に
紛
邻
を
重
ね
たが
、
次
の
一
年
間
の
商
寶
振
を
見
た
上
で
正
式
に
假
組
へ
加
入
す
る
と
茇
ふ
條
件
で
手
打̂

|

 

へ
な
づ̂

!(

_

以
_

が
断
一
.年̂:
:

\

#

亂̂
：衡
作
€

鰯
ー.：ー
一
餐
ー

.爲

良
_

^

魚
^

^
^ -

兩
.姐

は

共̂

煎
^

寄
.に
.灰

數

名

飾
^ -
-

具
^

し
..

〉

'
.明
..治
.% '

年

問

屋,

式

廢

止

ま.で
.' ^

の
.狀

態
:.
|
:
續

け
.た
.
.
.
：

：
'
.
.
.

.

:.'
■.次
デ
歐
問
藤
起
の
；關係で，

.ぁ
名
が
、̂

抓
が
冼
泣
1

兀
據
激
降
- 0

補
賀

江
戶
に
永
®

が
出
来
、
M

fc

一
兀
場•
江
川
場
の
成
立
に
ょ
っ
て
、
浦
賀
の
干
■

屋
.
_

其
の
仕
人
地
を
蠶
農
法

：

れ
9

販
路
'-
5
:
奪
は
^

前
：
 

進
根
據
地
，
'と
し
，て
の
意
義
が
失
は
れ
、
衰
退
の
ブ
途
を
た
ど
っ
た
9

浦
賀
平
鰯
®

の
申
立
.に

據

れ

ば

元

祿

..九

年

頃

迄

は

年

千

鱗

一

一

百

六 

七
十
萬
像
が
こ
ふ
に.荷
揚
げ
さ
れ
た.が
、.
元
文
年
忙
ぬ
は
年
漸
べ
一3
萬

俵

の

荷

憑

，と
い
ふ
凋
落
振
で•ぁ
っ
た
。
從
' O
V

浦
賀
'-
.

燈

- 

勝
臺
人
用
抹
禆
：用：之
如
物
廉
流
火
船
人
津

*

^

ほ
薇
差
出
御
用
じ
：：龙

他

御

憂0
類

场
1

_

江
爲
汗
_

間
屋
1:

邮
_

虚
土

っ

て

ゐ

だ

。
，
然

る

.に

延

享

年

間

再

び

浦

賀

，干

鰯

屋

が

そ

れ

を

‘
賄

ふ

事

に

な

り

、
：そ
の
代
償
と
し
て
房
總
三.ヶ
國
，の
干
鰯
荷.
の
.十
分
の
，
1

.

.

.

.

. 

■

.
>
 

.

.

.

.■. 

.
:
'

(

3 

.

)

 

：. 

•.'て
，
' 

.

.

. 

:

,

.

.
1 

..

は
必
ず
浦
賀
へ
荷
揚
げ
せ
し
む.る
浦
觸
が
出
さ
れ
た
。

，，

■ 

■ : 

' 

.

-.
'

「

.於

相

州

蕩

賀

於
_

齡
» :

貧
被
|
:漱
運
_

金
寒
出
候
！1篇

年

分
: ^

廳

畫

賴

猫

*

遍

補t
:

■

相

觸

致

：
シ
.■

、.：
其
一.
 

:
智

相

：
か

得

漁

事

無

之

讨

：
々

# :
_

ノ

事

ノ

有

念

：

^

_

;§
-

^

:

:

1

_

_
湊

讀

鸯1

^

|

^遷

外

纖

マ

达
;«
^
 

.
入
候
船
者
湔
賀_

赉
所
改
|
捫
條
雛
'

:

_
义
« ^

笼
茫
掘
-
#
モ! %
;

補
.賢

年

鰯

观

職

靡

べ

銘

; >

論
_

廣
_

^

改

請

候

霞.致

勢
&-
節

猶

又

柏

觸

候

違

背

之

# '
:

友

於

有

之

赛

呼
.出
>

襻

妗

味

相

當

之

ロ

ロ

可

#

馨

遍

：
今

义

.
ベ

..
-:
'.
'

•■
ベ 
c

i
 

■ 

• 

. 

• 

. 

•

こ
れ
は
文
化
沐
年
に
-房
總
壬
ヶ
國
が
村
へ々.
出
さ
，ル
K

觸
で
务
る
が
|

.

#樣
^ .

法
讷
^

跳
だ
_

て
:1
.

^

^
貧
徹
^ :

げ
(6

實
行
は
同
地
：
 

の
.干
觸
屋
を
更
生
せ
し
む
る
に
足
り
：た
。
そ
の
上
、
浦
潰
が
享
保
五

.年
下
.田
'
に
代
つ
て
»

爽
番
§

の
所
~在
地
と
な
つ
た
事
は
、
江
戶
干 

驗
問
屋
と
は
別
途
の
發
展
を
約
束
！ク
け
た
。
卻
ち
浦
貲
は
そ
の
背
景
た
，厶
相
房
地
方
へ
，の

#

繼
地
た
る
に
止
ま
ら
ず
、
江
戶
の
外
淄
た 

る
地
位
を
利
用
し
て
發
展
レ
た
。
江
戸出
人

の

船

舶

成

船

番

所

改

‘め

の
、爲

め1

應
と
の
湊
に
停
油
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
#
所
を 

中
心
に
爾
船
宿
が
興
り
、商
業
が
行.は
.れ
る
0

そ
の
商

取

引

は

江

戸

の

，
相

場

高

下

に

-
比

ベ

合

せ

る

、

£3

'
心
惑
把
ょる
賣
買
で
あ
る
、
こ
れ
は
. 

獨
り
千
M

に
限
ら
ず
、.
米
穀
や
水
油
なJ

も
同

樣

そ
あ
る
。
又
拔
％
の
不
正
寶
買
も
浦
贺.で
多
く
行
は
れ
た
ら
し
い
。
更
に
、
浦
賀
を 

益
し
た
事
は
大
坂
に
於
け
る
干
鰯
問
屋
伸
間
の
分
裂
が
關
束
干
鰯
仕
人
先
に
浦
賀
を
指
定
し

.た
事
が
あ
つ
，た
り
ど
の
段
度.で
あ
り
、
ど 

: o

位
の
期
間
存
續
, 1

.
'^
ヵ
^

明
^

.8
>

る
'
.か
：
浦
賛
.
TP

觸
屋
め
"
販
路
鑛
大
.に

^ -

役
立
.て
..',
る
も
の
で
.
.あ
-.ら
ぅ
o
,
以

上

が

.元

祿

以

降

■の
浦

賀

于.. 

鰯

屋

の

'
た

ど

れ

る

推

移

で

あ
り
、
そ
の
地
位
は
元
祿
以
前
の
そ
れ
と
は
著
し
き
差
違
で
あ
る
。
か

X

る
浦
賀
の
新
し
き
地
位
は
そ
の
干 

鰯
屋
を
し
て
江
戶
干
鰯
問
屋
の
如
き
大
な
る
資
金
を
必
要
と
し
な
か
つ
た
。
仕
入
金
を
濱
方
に
卸
さ
ず
と
も
集
荷
し
得
た
の
で
あ
る

o 

然
る
.に
天
保
改
革
は
浦.賀
の
檢
徵
を
喪
失
せ
し
め
た
。
御
用
金
の
.廢
止
に
ょ
つ
て
十
分一

荷
揚
が
停
止
せ
ら
れ
た0-
然
し
そ
の
反
面 

江
戶
間
屋
の
仕
入
谶
構
も
混
亂
ル
た
ノ
の
.で

、

そ

也

間

隙

、に

乘

.じ
た
浦
賀
干
.鰯
屋
の
濱
方
進
出
が
耶
能
に
な
っ
食
。
勢
ひ
浦
賀
モ
鰯
區
と 

雖
も
仕
込
を
增
大
し
て
集
荷
に
、努
め
、
江
戶
問
屋
と
9

間
に
競
爭
が
激
化
ざ
れ
る|°
\
そ

匕

へ

嘉

永

の

問

屋

洱

興

令

が

下

さ

、
れ

た

.°
,
紛

爭
 

が
生
ず
る
の̂
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